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図 各航海での航跡図．黄 白鳳丸（ 年 月），赤 タンガロア（ 年 月），青 海鷹丸
（ 年 月），緑 海鷹丸（ 年 月），ピンク 海鷹丸（ 年 月）．
表 に，これらの研究航海での大気エアロゾル観測関係の測定機器や採取項目を挙げる．
・ 光散乱式粒径分布測定装置．リオン社製 は直径 μ 以上のエアロゾ
ルを チャンネルに分けて計測し， は，＞ ，＞ ，＞ ，＞ ，＞ μ
の各粒径の個数濃度を測定する装置である． は，ハンディタイプの
で，直径 μ 以上のエアロゾルを チャンネルに分けて計測する．
・ 凝縮粒子数濃度．凝縮粒子カウンター と ， では直径 以





































○ ○ ○ 差分
○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○
?・ ? ○ ○ ○ ○
金属元素 ○ ○
サンフォト ○ ○ ○
? ○ 故障 ○
電顕サンプル ○ ○ ○
シーロメータ























連続観測値は，船からの汚染の影響を除くため， 分間の 濃度の相対変動率が 以
下の場合のデータセットのみを用いた．エアロゾルの連続観測は 年 月 日のホバー





テーション に滞在中の 月 日（図 ，薄い赤の縦ハイライト部分に相当）には，風速
が弱まり，湿度が低下し，直径 μ 以上の粗大粒子数濃度が低くなった． （
海洋観測専用船による南極海の大気エアロゾル観測
）頃から，新粒子生成と見られる直径 以下の核生成モード粒子数濃度の急増現象




のピークが現れた．図 の直径 μ 以上の既存粒子表面積濃度に注目すると，値が低い
のは 月 日以外にも何度かあり，いずれも悪天時に降水や霧を伴う場合であった．
図 に，「タンガロア」航海期間についてのサブミクロン粒子の粒径分布を示す．明確な
新粒子生成イベントとしてはこの 回だけであったが， 月 日にも，核生成モード粒子
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図 「タンガロア」航海（ 年 月）での観測結果．上から順に，観測緯度（南緯）と視程コー
ド（ ＞ ， - ， - ， - ， - ， - （中略）
＜ ）， （凝縮粒子数濃度）と直径＞ μ ，＞ μ の粒子数濃度，球相当の粒
径範囲別エアロゾル粒子表面積濃度，相対湿度と真風速．




は，直径 - 付近や直径 - 付近にモード径が観測された．観測期間の前半，
















年の「海鷹丸」航海では，ケープタウンを 年 月 日に出港し，昭和基地沖













図 に，()「海鷹丸」の緯度と風速，( )直径 - と， - μ ，＞ μ の粒子
数濃度の時系列変化を示す．直径＞ μ の粒子数濃度は，風速の強い暴風圏で高く，風速
の弱い南極海で低かった．海塩粒子は海面付近の風速が強いほどたくさん生成するので
（ ），暴風圏における直径＞ μ の粒子数濃度の増加は海塩粒子
濃度の増加によると?えられる．一方，直径＞ μ の粒子と比べ，直径 - μ の粒子
数濃度には，暴風圏と南極海とで濃度の差は少なかった．
















の直径と，そのモードに含まれる粒子数を，それぞれ図 と に示した．図 からわか
るように，インド洋を南下（ 日まで）あるいは北上（ 日以後）の期間中は，直径 -
と - にそれぞれモードを持つような粒径分布が支配的だった．一方，南緯
度以南の海域（ 月 - 日の期間）では，例えば 月 日や 日のように，直径 -
にモード（核生成モード 図 の緑丸）を持つような粒径分布がしばしば観測された．し
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ぼ同様の分布を示している． 月 - 日にかけての粒径分布は，昭和基地に比べて「海鷹





を示す．図 で述べたように，インド洋を南下（ 日まで）あるいは北上（ 日以後）の
期間中は，風速が強いために海塩粒子数濃度が増加し，その結果，エアロゾル粒子中の ?
濃度も高い．特に粗大粒子の濃度増加が顕著である．逆に，南極海の観測期間中には， ?
濃度はごく低い． ??や ??，非海塩（ ） ???濃度については，南極海の中では濃
度のばらつきが小さく，せいぜい 倍程度以内に収まっているのに対し， ? ??濃度は




















海では， 月 - 日の期間が南極高気圧圏内での南極海観測に相当している．
図 に連続観測結果の一部を示す．図 の上から順に，直径＜ μ と - ，＞
μ の粒径別スス濃度，スス含有粒子濃度の粒径比（＜ ＜ ），雲量，直径 - μ
の粒子体積濃度と風速，大気中 ?濃度と総粒子数濃度（ 濃度 直径＞ ），直径
- の粒子数濃度である．スス含有粒子の粒径分布を見ると，ケープタウンを出航して
から 日間は，濃度も粒径分布も顕著に変化していた．出航直後には粒径の小さいスス含
有粒子が支配的だったのに対し， 日後には直径 - μ の区分が主となった．リュ
ツォ・ホルム湾での観測の前半はスス濃度が比較的高かったが， 日以後，ごく低くなっ
た．スス濃度がごく低いためにスス濃度の粒径比はこの期間に大きくばらついている．
図 と同様に，この航海でも暴風圏（ 月 - 日）では，風速が強く海塩粒子の生成が
活発なため，直径 - μ の粒子体積濃度も高めだった．暴風圏内では雲量が多く，悪
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図 年「海鷹丸」航海での観測結果．上の段から順に，粒径別スス濃度，粒径別スス濃度
比，雲量，直径 - μ の粒子体積濃度（赤 - μ ，青 - μ ）と風速，大気
中 ?濃度（赤折れ線）と 濃度（青 ＞ の総 濃度，赤 - の差分個
数濃度）
＜ ＜
- μ - μ
? ＞ -
天が続いていた． 月 - 日の期間は南極高気圧圏内での大気観測にあたり，風速が弱い
ため海塩粒子の生成が少なく，直径 μ 以上の粒子体積濃度は低かった．夏の南極海で
は好天に恵まれることが多いが，この航海では 日や 日を除いて，雲量の多い日が続
いた． 濃度をみると，南極海では 日に濃度が高くなっていた．この時，直径 -
の差分濃度も高くなっており，新粒子生成イベントの影響をうかがわせる．同時に，大
気中の ?濃度も高くなっていた．この図には示していないが，別に測定された大気中
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